
　2028年に北広島市に移転をする北海道医療大学は、道
内で最大級の規模を誇る医療系総合大学です。6学部9学
科および学部を基盤とする大学院研究科、歯学部附属歯科
衛生士専門学校から構成され、約3,500人の学生が3つ
のキャンパスで学んでいます。
　学生中心の教育が行われていることで知られ、学生一人
あたりの教員数は私立大学の中でもトップクラス。充実し
た専門教育が行われており、資格試験対策もきめ細やかで
す。これからの医療には欠かせないデータサイエンス教育
にもいち早く着手し、評価されています。2026年4月に
は「臨床データサイエンス学環」を開設予定です。

高
水
準
を
誇
る
国
家
資
格
合
格
率
と
就
職
率

最
先
端
の
教
育
環
境
で
医
療
人
を
育
成
す
る

北
海
道
随
一
の
医
療
系
総
合
大
学
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28
年
、
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
内
に

新
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生

　

北
海
道
医
療
大
学
は
「
保
健
と
医
療
と

福
祉
の
連
携
・
統
合
」
を
教
育
理
念
と
す

る
北
海
道
最
大
の
医
療
系
総
合
大
学
で
す
。

　

昨
年
創
立
50
年
を
迎
え
、
北
海
道
医
療

大
学
は
私
学
を
取
り
巻
く
環
境
並
び
に
大

学
の
将
来
像
を
見
据
え
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
将
来
計
画
を
検
討
・
模
索
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
２
０
２
３
年
、
北
広

島
市
と
株
式
会
社
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、

北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
  （3）

内

を
予
定
地
と
す
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
病

院
新
設
の
計
画
に
つ
い
て
、
三
者
基
本
合

意
を
締
結
。
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
２
０
２
８

年
の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
将
来
像
を
考
え
る
に
あ
た
り
最

も
注
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
学
生
へ
の
修
学
支
援
、
生
活
支
援
な

ど
の
強
化
・
充
実
で
す
。
教
育
・
学
生
支

援
の
さ
ら
な
る
強
化
・
拡
充
に
向
け
て
多

職
種
連
携
教
育
、
施
設
設
備
、
地
域
連
携
、

女
性
活
躍
、
医
療
機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。

え
て
お
り
、
慢
性
期
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

在
宅
、
介
護
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
設
が
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
大
の
よ
う
に
多
職
種
の
医
療
系
人
材
を

輩
出
す
る
大
学
の
存
在
感
は
ま
す
ま
す
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
全
体
の
就
職
率
は
高
水
準
に
あ
り
、

国
家
試
験
も
安
定
し
た
高
水
準
の
合
格
率

を
維
持
し
て
い
ま
す
。
設
置
間
も
な
い
臨
床

検
査
学
科
の
学
生
た
ち
も
臨
床
検
査
技
師

国
家
試
験
に
お
い
て
１
０
０
％
と
高
い
合
格

率
を
達
成
。
そ
の
他
、
多
く
の
学
科
で
全

国
平
均
を
上
回
る
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
初
め
か
ら
国
家
資
格
の
合

格
を
視
野
に
入
れ
、
同
大
学
の
よ
う
な
教

学
環
境
の
優
れ
た
専
門
性
の
高
い
大
学
を

目
指
し
て
き
ま
す
。
確
固
と
し
た
意
志
を

持
ち
、
目
標
に
向
け
た
努
力
を
惜
し
み
ま

せ
ん
。
そ
の
姿
勢
が
高
い
合
格
率
と
就
職

率
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

多
様
性
を
認
め
合
う
キ
ャ
ン
パ
ス
で

協
働
す
る
力
を
養
う

　

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
を
目
指
す
学

生
た
ち
の
中
に
は
留
学
生
も
多
く
、
自
ず

と
多
様
性
を
認
め
合
う
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

チ
ー
ム
医
療
に
必
要
な
「
協
働
す
る
力
」

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
医
療
領
域
に
お
い
て
、
多
様
な

人
材
と
協
力
し
て
困
難
に
立
ち
向
か
う
た

め
の
基
礎
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
年
次
で
開
講
し
て
い
る
「
多
職
種
連

携
入
門
」
を
は
じ
め
と
し
た
多
職
種
連
携

教
育
を
さ
ら
に
体
系
化
し
、
臨
床
現
場
で

必
要
な
能
力
を
強
く
実
感
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
高
学
年
次
で
は
「
全
学
連
携
地
域

　

近
年
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

が
進
み
、
社
会
構
造
が
変
化
し
て
、
将
来

の
予
測
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
今
、
人
々
の
多
様

な
価
値
観
を
踏
ま
え
、
主
体
的
に
考
え
、

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
合
い
、
対
象

者
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
たW

ell-being

の

実
現
の
た
め
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
で
は
、
そ
の
た
め
に
「
大
学
に

は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
」
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た

教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

初
年
次
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

チ
ー
ム
医
療
を
実
践
的
に
理
解

　

高
齢
化
が
進
み
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
中
、
医
療

人
は
病
気
を
治
す
だ
け
で
は
な
く
、
早
期

発
見
や
予
防
に
貢
献
し
た
り
、
地
域
社
会

で
協
働
し
た
り
す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が

「
チ
ー
ム
医
療
  （1）

」
で
す
。
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
専
門
職
が
連
携
し
、
人
々
の
健
康

な
暮
ら
し
と
安
心
で
き
る
社
会
を
全
面
的

に
支
え
て
い
く
の
で
す
。

　

北
海
道
医
療
大
学
は
学
部
・
学
科
の
枠

を
越
え
て
チ
ー
ム
医
療
を
学
べ
る
環
境
を

誇
り
、
全
学
部
・
全
学
科
が
合
同
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
「
多
職
種
連
携
入

門
」
を
１
年
次
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。

医
療
系
総
合
大
学
の
強
み
を
生
か
し
、
学

部
・
学
科
を
超
え
た
独
自
の
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
る
の
で
す
。

　

こ
こ
数
年
は
老
衰
で
亡
く
な
る
方
が
増

（1） チーム医療
　医療の現場において、患者だけでなく家族も
含めた生活の質向上を目指すとき、複数の専門
職による協働は欠かせない。北海道医療大学で
は１年次に、多職種連携を疑似体験する全学合
同のグループワークを中心とした講義を必修と
している。異なる視点を持つ学生が集まった６
学部９学科の医療系総合大学は、チーム医療を
学ぶには最適な環境となっている。

（2） DX推進計画
　北海道医療大学DX推進計画の特徴は、AIを学
生参加型で内製し、医療人を目指す学生の視点
に立った学修者本位の学修支援を図る点にある。
学生が参加することで持続可能なAI開発体制を
作り、ポストコロナを見据えた継続的な大学全
体の教育の高度化、ひいては、医療のDX推進
を目指す。将来的には、小・中規模のAIを有機
的に結び付けて大規模AIへと発展させることが
目標。

（3） 北海道ボールパークFビレッジ
　北海道日本ハムファイターズの本拠地球場

「エスコンフィールドHOKKAIDO」やアトラク
ションが楽しめるエリア、こども園、レストラ
ンなどを擁し、 産官学さまざまなパートナー
シップによる持続可能な街づくりを目指す場。
特に、地域社会の将来を担う子供の多様な選択
肢と成長に寄与する活動に注力している。「共
同創造空間」の実現を目指しており、大学が設
置されることは、その実現に近づく大きな一歩
と期待されている。 者

さ
ん
ご
本
人
の
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
で
き
る
支
援
を
考
え
る
実
践

的
な
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
が
チ
ー
ム
医
療
に
参
加
す
る
時
代

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る

　

Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
医

学
に
ま
つ
わ
る
技
術
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

は
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
発
達
し

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
中
、

同
大
学
で
は
２
０
２
１
年
か
ら
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
  （2）

が
ス
タ
ー
ト
。
先
進
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を

通
じ
Ａ
Ｉ
と
協
働
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
実

践
を
目
指
す
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
Ｉ
」
を

導
入
。
全
学
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
科
目

を
必
修
化
し
、
基
礎
か
ら
の
多
様
な
学
び

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
は
チ
ー
ム
医
療
に
欠
か
せ
な
い
大

き
な
要
素
で
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ

に
解
析
さ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
生

む
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
活
用
は
、
医
療
・

福
祉
分
野
で
も
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
病
気
の
早
期
発
見
や
治
療
の
最
適

化
、
新
薬
の
開
発
、
画
像
診
断
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
ほ
か
、
遠
隔
医
療
の
可
能
性
も

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
大
学
で

は
新
世
代
の
医
療
人
を
育
て
る
た
め
、
先

進
的
な
学
び
を
い
ち
早
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
、

文
部
科
学
省
の
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い

て
、
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
プ
ラ
ス
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
医
療
は
人
と
向
き
合
う
こ
と
が

大
前
提
。
同
大
学
で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
を
駆
使
す
る
に
あ
た
り
、
Ａ
Ｉ
の
知
識

だ
け
で
な
く
仲
間
と
の
学
び
合
い
も
重
視

し
て
い
ま
す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の
習
熟

度
や
目
標
に
合
わ
せ
て
最
適
な
学
び
を
提

供
す
る
た
め
に
、
学
修
支
援
に
特
化
し
た

Ａ
Ｉ
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
し
い

チ
ー
ム
医
療
を
実
践
で
き
る
人
材
の
育
成

に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
を
担
う
人
材
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
と
Ａ
Ｉ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同

大
学
は
北
海
道
内
の
私
立
大
学
で
唯
一
、

文
科
省
の
「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大

学
・
高
高
専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
」
に
も

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
Ａ
Ｉ
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
と
講
義
室
メ
デ
ィ
ア

機
器
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
臨
床
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
」

26
年
４
月
開
設
予
定

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
医
療

分
野
で
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
診

断
や
治
療
の
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
日
本
の
医
療
・
福
祉
分

野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
は
世
界
に

比
べ
て
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
同
分
野
を

さまざまな専門職が連携する「チーム医療」を学ぶ
包
括
ケ
ア
実
践
演
習
」
を
２
０
２
２
年
か

ら
開
講
。
同
大
学
附
属
施
設
で
あ
る
地
域

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・
在
宅

歯
科
診
療
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
受
け

て
い
る
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
利
用

三
み

国
くに

久
く

美
み

学長
千葉大学看護学部看護学科卒業。北海
道医療大学大学院看護福祉学研究科看
護学専攻博士課程修了。看護学博士。
1993年本学に就任、看護福祉学部教授、
看護福祉学部長・大学院看護福祉学研
究科長などを経て2024年より現職。

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
対
応
で
き
る

「
医
療
人
と
し
て
の
視
点
」
に
立
っ
た

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
養
成
を
目

的
と
し
て
、
26
年
４
月
、「
臨
床
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
環
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

学
環
と
は
、
複
数
の
学
部
が
連
携
し
た

「
学
部
等
連
携
課
程
」
の
こ
と
で
す
。
新

学
環
で
は
看
護
福
祉
学
部
、
心
理
科
学
部
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
部
、
医
療
技

術
学
部
が
連
携
し
て
医
療
・
保
健
・
看

護
・
福
祉
・
心
理
分
野
を
横
断
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
同
大
学
が
培
っ

て
き
た
「
医
療
系
教
育
」「
多
職
種
連
携
」

「
先
進
的
な
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
」

を
融
合
し
た
新
し
い
学
び
の
形
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
将
来
は
医
療
機
関
・
社
会
福
祉

施
設
を
は
じ
め
、
製
薬
・
医
療
機
器
企
業
、

行
政
・
教
育
・
研
究
機
関
、
国
際
協
力
分

野
、
一
般
企
業
・
情
報
通
信
・
Ｉ
Ｔ
な
ど

幅
広
い
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
理
念
「
保
健
と
医
療
と
福
祉
の
連

携
・
統
合
」
に
基
づ
き
、
医
療
系
総
合
大

学
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
進
化
し
続
け
ま
す
。

北海道医療大学

045 卓越する大学 北海道医療大学 044

医 師

薬剤師 薬学科
［6年制］

臨床検査学科
［4年制］

作業療法学科
［4年制］
※選択制

臨床心理学科
［4年制］

※要大学院進学など

福祉マネジメント学科
［4年制］
※選択制

看護学科
［4年制］

※要大学院進学など

理学療法学科
［4年制］

言語聴覚
療法学科
［4年制］

歯学科
［6年制］

歯学部附属
歯学衛生士
専門学校
［3年制］

歯科医師

歯科衛生士

患者さん
ご家族

臨床検査技師

言語聴覚士

理学療法士

作業療法士
音楽療法士

公認心理師
認定心理士

社会福祉士
精神保健福祉士 

看護師
保健師

※

※

※

※


